
 
 
 
 
 
 

 
 

２ 株式会社カムカム 
 

 
■ビジネスプラン■ 

 

目指せ！カスタマーハラスメント ZERO 

社会緊急時通報録音システム 

「Braven -ブレイブン-」 
 

  

－ 27 －





【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 1 － 

第第２２３３回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要                        応募日 2024 年 7 月 31 日 

(フリガナ) カムカム (フリガナ) コバヤシ ユミ 

会社名・ 

学校名等※ 
株式会社カムカム 

応募者氏名 

※法人（グループ）の場合

は代表者役職・氏名 

代表取締役社長 

  小林 由美       

㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 
応募者年齢：56 歳 

法人所在地※： 

〒 260-0814 

 千葉県千葉市中央区南生実町 114 番地 113 

電話番号：080-3428-0981 FAX： 

E-mail：yumi_kobayashi@comecome.mob URL：https://apps.comecome.mobi 

資本金※：     500 千円 
従業員数※： 0 人 

（うちパート・アルバイト：  人） 

創業（予定）※：   2015 年 2 月 法人設立（予定）※：             2015年 2 月 
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応募者プロフィール 

福祉・介護系アプリ・システム開発会社。主に構音障害※1 をはじめとする会話困難者に対するコ

ミュニケーション支援アプリ及びシステムを開発。また、災害時や緊急時における発話支援のシス

テムの開発も行う。主な製品として、構音障害サポートアプリ「こえポン」シリーズ、職場コミュ

ニケーション支援システム「NOTED ONE」、災害時専用アプリ「ディザスタ App」、緊急連絡タ

グアプリ「emergency」がある。 

【 弊社製品 】 

 

右右：：構構音音障障害害ササポポーートトアアププリリ「「ここええポポンン」」  左左：：緊緊急急連連絡絡タタググアアププリリ「「eemmeerrggeennccyy」」  

※1 構音障害とは、脳卒中やパーキンソン病、ALS 等などが原因で、音を作る器官に問題が生じ、周囲との

会話が難しい、いわゆる「ロレツ」が回らない障害である。全国で約 85 万人いると推定される。 

(グループでの応募の場合は構成員を記載してください) 

現在の事業内容※（簡潔にご記載ください） 

福祉・介護系アプリ・システム開発及び販売。IT コンサルティング。 

 

 

 

※会社名・学校名等、法人所在地、資本金、従業員数、創業年月、法人設立年月、現在の事業内容は該当者のみ

記載してください。 

※次ページ以降の内容の記載は、必要事項を埋めるだけでなく、具体的かつ簡潔に記述し、必要により図表

等を交え、ポイントを解りやすく記載してください。  
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２２  ビビジジネネススププラランンのの概概要要 

((11))  ビビジジネネススププラランン名名 

目指せ！カスタマーハラスメント ZERO 

社会緊急時通報録音システム「Braven-ブレイブン-」 

 

((22))  ““誰誰””にに対対すするる製製品品・・ササーービビススでですすかか。。((ここののビビジジネネススのの顧顧客客はは誰誰でですすかか)) 

主に訪問介護事業主、その他業務を行う上で個人宅への訪問を前提とする事業者一般 

 

((33))  販販売売すするる製製品品・・ササーービビススはは““何何””でですすかか。。 

利用者及び利用者家族等による暴言や暴力、性加害などのハラスメントや、事業主及び同僚などに

よるセカンドハラスメント※2 から介護スタッフを守る緊急通報システム。 

【【  シシスステテムムのの流流れれ  】】  

 

 
① ハラスメントを受けた、またはその危険性を感じた場合、アプリ内の「通報ボタン」を押す。

システムがスタートし録音※3 が開始する。 

② 一定期間以内に通報を受けた本部からの電話が来ない場合、アプリから着信音が流れる。 

③ 停止ボタンを押すと、着信音が消え画面が遷移。アプリ内に「通報ボタン」「保留ボタン」「解

除ボタン」が表示される。「通報」ボタンを押すと警察や警備会社等、予め設定した連絡先に

自動で電話を発信する。「保留ボタン」を押すと、一定時間経過後再び着信音が流れる。「解除

ボタン」を押すとシステムが終了する。 

④ 再び着信音が流れ、アプリ内に「通報ボタン」「保留ボタン」「解除ボタン」が表示される。

「通報」ボタンを押すと、予め設定した連絡先に自動で電話を発信する。「保留ボタン」を押

すと、画面が遷移し「解除ボタン」が表示され、「解除ボタン」が押されないまま一定時間経

過すると、予め設定した連絡先に自動で電話を発信する。なお、本システムは、本部からの連

絡が来た時点でシステムは終了する。また、通報された時点で、通報の事実は記録される。録

音は停止のアクションがなされるまで続く。 
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※2 セカンドハラスメントとは、セクハラやパワハラなどのハラスメント被害者が、その被害を周囲に相談し

た際に起きる二次被害のことである。具体的には、ハラスメントを信じてもらえない、被害者が逆に責められ

る、価値観や一般論のようなものを押し付けられる、被害者の不利益を強調する、加害者の肩を持つ等。 

※3 録音されたデータは、事業者と利用者間での話し合い、セカンドハラスメント防止のための資料、事業者

のハラスメント対策策定ための資料としての利用を想定。 

【画面遷移イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((44))  製製品品・・ササーービビススをを顧顧客客にに対対しし、、““どどののよよううにに提提供供””ししまますすかか。。  

Android 及び iOS 両スマホ端末に対応するアプリケーションの形で提供する。通報を受ける管理

者側については、データベースに連動した WEB アプリケーションの形で管理画面を提供する。 

 

((55))  ここののビビジジネネススをを““どどののよよううにに収収益益化化””ししまますすかか。。 

システムを月額サブスクリプションとして提供し収益化する。 

 

 

((66))  ここののビビジジネネススのの““強強みみ・・アアピピーールルポポイインントト””をを教教ええててくくだだささいい。。  

【株式会社カムカムについて】 

弊社は福祉・介護系アプリ・システム開発会社に業態変更して以来、構音障害者コミュニケーショ

ン支援アプリを中心に、研究及び開発をしてきた。 

その過程で、様々な学会や障害者イベントに参加し、医療機関、介護施設、ソーシャルワーカーと

繋がりを持ち、協力関係を築いてきた。弊社の開発する製品はすべて現場実務の実際のニーズから

生まれたものであり、利用者の使いやすさを重視して開発されている。 

今回発表する製品も、多くの事例をもつ大手重度訪問介護会社株式会社土屋（以後（株）土屋とす

る）の全面協力及び支援のもと、訪問介護実務に即した他社には真似できない課題解決ツールとな

ることを確信している。 

【メディアに多数掲載】 

技術的な面においては、弊社は数多くの福祉・介護系のアプリやシステムを開発しており、職場コ

ミュニケーション支援システム「NOTED ONE」は独自性・新規性のある商品として千葉市の

「トライアル事業者認定」を受けている。また、日本経済新聞をはじめとする様々なメディアにも

デデザザイインンははイイメメーージジ  
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掲載されている。 

【大学に研究室と共同研究】 

長年、千葉工業大学中村研究室（以後中村研究室とする）と共同研究※4 を行なっており、製品を

販売開始後も、フィードバックをもとに科学的な観点から分析し、技術の進歩や社会の変化に柔軟

に対応させていくことができる。 

弊社の技術と経験の忰を尽くした本製品が、訪問介護の社会問題を解決する最高のツールになるよ

う今後も製品開発に努めていきたい。 

※4 主に、障害者フレンドリーなユーザーインターフェイスの研究及び、アンケートをもとにしたデータ分析

を行っている。共著の論文に『構音障害者支援スマホアプリの開発』中村直人,佐野秀憲,小林由美,福祉情報工

学 2023-02.がある。 

 

【提携関係図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((77))  他他者者ににははなないい新新ししいい手手法法やや独独創創的的なな発発想想ななどどががああれればば記記載載ししててくくだだささいい。。  

１１  従従来来のの製製品品・・ササーービビススとと問問題題点点  

非常時にボタンを押すと、警備会社や警察に通報が届き現場に駆けつけてもらえるというシステム

はいくつか存在する。これらは、主に高齢者などを対象とした見守りサービスであるが、訪問介護

に転用すれば、スタッフの身を守るという点においては高い効果をもつ。 

しかし、訪問介護の現場においては、警備会社や警察がすぐにかけつけるということが、実務にそ

ぐわない場合がある。 

もちろん、警察等が駆けつけることが最善な場合もある。しかし、訪問介護の利用者には、知的障

害や認知症などの障害がある方も多く、障害により正常な判断や感情の抑制が効かず、意味を十分

に理解しないままハラスメントを行ってしまう場合もある。 

また、訪問介護が行われる場所は利用者の「生活の場」であり、そこに警察等が駆けつけると周囲

の目もあり近隣との関係に影響を与える。 

そのため、配慮が必要となる場合もあり、国も一定の配慮をするべきであるという見解を示してい

る。また、日本人の国民性もあり、通報の影響が大きい場合、被害を受けても忖度し通報しないと

いうケースも多い。そのため、訪問介護のシステムとしては、いわゆる０か１かではなく、ある程

度柔軟な選択肢を残すシステムであることが必要となる。 

  

（（株株））  

土土屋屋  
（（株株））  

カカムムカカムム  

千千葉葉工工大大  

中中村村研研究究室室  

導 入 

実証実験 共同研究 

－ 33 －



【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 6 － 

２２  弊弊社社シシスステテムムのの特特徴徴及及びび強強みみ  

本システムは、その点に考慮しハラスメントに対する対応を原則としてスタッフが所属する事業主

に委ねるという設計がされている。警備会社や警察等に通報する前に、事業主による柔軟な対応が

期待できる。また、システムが稼働するサイクルの中で最大 3 回着信音が流れ、一定の「間」が

できることで、我に返りハラスメントが中断されることも期待できる。 

更に、いきなり警備会社や警察に連絡が行くのではなく、柔軟な対応がなされることが事前に周知

されていれば、スタッフは躊躇なくハラスメントを報告できるようになる。 

 

また、セカンドハラスメントの防止にもつながる。セカンドハラスメントは介護の現場でも頻繁に

起きており社会問題となっている。本システムは、スタッフが通報ボタンを押した時、所属する事

務所だけではなく、その事務所を管理する本部にも同時に通報が届く仕組みとなっている。更に、

通報ボタンが押されると同時に録音が開始するため、ハラスメントの客観的な証拠が取得できる。

これにより、本部よる客観的な証拠に基づいた適切な措置が期待でき、ハラスメント被害を信じて

もらえない、被害者が逆に責められるなどのセカンドハラスメント被害を防止することができる。 

 

なお、録音データは、利用者と事業主との間のその後の交渉を、証拠に基づいたスムーズなものと

するためにも利用できる。また、録音データを分析することで事業者がハラスメント対策を策定す

るための資料にもすることができる※5。 

 

また、凶器を持っている、明らかに抑制が効かないように見える場合等、身体的な危険が差しまっ

ている場合については、即時警察等に通報する機能も備えている。 

介護スタッフの安全と、利用者への配慮のバランスを考慮し、セカンドハラスメント防止対策をも

視野に入れる本システム構成は、介護系アプリケーションを多数手掛け、（株）土屋と協力関係に

あり介護業界の実情を深く理解している弊社であるからこそたどり着いたものであり、他者にはな

い独創的な発想に基づく新規性の高いものだと言える 

 

 

 

 

 

 

 

※5 国や各地方公共団体も、介護現場についてのハラスメント対策の策定につき、介護事業者に対して推

奨、義務化を進めており、録音データはその貴重な資料となる。データに関しては、（株）土屋及び中村研究

室と共同研究することが決定している。 

 

  

障障害害やや生生活活のの

場場ででああるるこことと

へへのの配配慮慮  

介介護護ススタタッッフフ

のの心心身身のの安安全全  

セセカカンンドドハハララ

ススメメンントト防防止止  

調和 調和 
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３３  市市場場性性ににつついいてて 

((11)) 販販売売すするる製製品品・・ササーービビススにに対対ししてて、、需需要要がが見見込込ままれれるる理理由由をを説説明明ししててくくだだささいい。。  

11  訪訪問問介介護護のの現現状状及及びび背背景景  

訪問介護において、介護スタッフは「単独」で利用者宅へ訪問し業務を行うことが多く、利用者や

利用者家族によるハラスメントが多発し社会問題となっている。そのため、「ハラスメントから介

護スタッフをどのように守っていくか？」ということが、訪問介護の現場において課題として意識

され始めている。海外に目を向けるとアメリカでは、訪問介護は「危険な職業」として認識されて

おり、ハラスメントから介護スタッフの身を守ることへの事業主の意識が高い。そのため、スタッ

フに非常用ボタンを支給し、特に危険な地域を訪問する場合は、警察に護衛を依頼するなどの措置

をとり、全力でこの問題に対応している。また、ハラスメントを認識した場合、利用者に対して厳

然たる対応を行なっている。 

しかし、日本においては、利用者ハラスメントに対する意識は低く、スタッフ自身の自己判断に基

づく自己防衛に委ねられてきた。そのため、事務所がハラスメントの実態を正確に把握できておら

ず、事務所の認識とスタッフの回答には大きな乖離がある。 

 

事務所の回答 調査数 受けたことがある 受けたことはない 

ハラスメントの発生を把握している 170 94.7% 5.3% 

ハラスメントは発生していない 134 70.9% 29.1% 

ハラスメントの有無を把握できていない 34 91.2% 8.8% 

 

 

22    社社会会のの意意識識のの変変化化  

近年、日本において、カスタマーハラスメントが社会問題として取り上げられることが増え、社会

の意識が変わり始め、「ハラスメントから従業員を守る」という機運が高まっている。特に、訪問

介護の現場ではその傾向が強い。ハラスメントに対応するためのシステムの需要は高まっている。 

 

33    ハハララススメメンントトかからら従従業業員員をを守守るる意意義義  

ハラスメントは介護スタッフの心身を傷つけ、それが原因で離職する人も多い。介護人材は常に不

足しており、今後なお一層不足すると言われる中、貴重な人材の離職は訪問介護の存続自体を揺る

がす。介護スタッフをハラスメントから守り安心して働ける環境を整備することは、介護スタッフ

の生命・身体の安全を守ることだけにとどまらず、訪問介護制度自体を守ることにもつながる。 

なお、同様の趣旨から、令和3年度介護報酬改定では、全ての介護事業者にハラスメント防止のた

めの必要な措置の実施が求められ、また、カスタマーハラスメント防止のための必要な措置の実施

が推奨されている。 

 

４４  市市場場規規模模 

現在、訪問介護に従事する人は全国で約52万人（うち90％が女性）おり、在宅介護の利用者は

157万人いる。利用者の数は年々増加しており、今後も増加することが強く予想される。訪問介

厚生労働省「介護現場におけるハラスメントに関する調査研究報告書より」 
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護の市場規模は大きい。 

 

５５  シシスステテムムにに対対すするる需需要要  

以上のように、訪問介護は市場規模も大きく、今後更に規模を拡大していくことが強く予想され

る。もっとも、市場の拡大は訪問介護制度の存続が前提であるが、その存続自体が介護スタッフの

不足により危ぶまれている。実際アメリカにおいては、人手不足で訪問介護が壊滅的な状況にあ

る。そのため、介護スタッフの確保が最優先課題となるが、ハラスメントの問題が解決しない限

り、訪問介護は「危険な職場」という認識がなされ求職者が減り、また離職率も下がらず、より苦

しい状況になることが予想される。その中で、現場においてハラスメント対策についての意識が高

まり始めており、介護スタッフをハラスメントから守り安心して働ける環境を整備することには高

いニーズが生じている。この環境整備に資するツールへの需要も高まっており、特化した専用のツ

ールである弊社の製品は、高い社会的意義を持ち、拡大を続ける訪問介護市場の中、非常に高いニ

ーズに支えられている。なお、弊社の製品は、（株）土屋への導入が決定しており、その需要の高

まりを肌で感じている。 

 

((22))  周周知知・・販販売売戦戦略略ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

（１）周知について 

介護業界誌や学会、展示会、SNS 等の様々な媒体やメディアを通じて、広く「訪問介護利用者に

よるハラスメント問題」を発信し、介護スタッフの安全を守る措置の大切さを伝えていくととも

に、本製品をアピールする。 

また、国をはじめとする行政に対して、訪問介護事業者が弊社製品を導入しやすくなるような措置

及び助成を行うように働きかける。なお、現状においても、弊社製品は DX 導入補助金、地域医療

介護総合確保基金（介護従事者確保分）の対象となりうる。 

 

（２）販売戦略について 

まずは千葉市内の訪問介護ステーションにアポイントをとり営業に伺う。そこから千葉県内に営業

範囲を拡大する。 

また現在、（株）土屋と協力関係にあり、導入が決定している。その導入実績と、フィードバック

により得たデータをもとに、紹介のもと関連グループに営業範囲を広げていく。 

 

11,,445566,,770000 11,,446611,,990000
11,,447777,,330000

11,,553300,,220000

11,,557766,,880000

11,,335500,,000000

11,,440000,,000000

11,,445500,,000000

11,,550000,,000000

11,,555500,,000000

11,,660000,,000000

22001188  年年 22001199年年 22002200年年 22002211年年 22002222年年

訪訪問問介介護護のの各各年年度度受受給給者者数数

厚生労働省「介護給付実態統計」より 
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((33))  競競合合のの状状況況ににつついいてて、、比比較較をを交交ええななががらら、、自自身身がが優優れれてていいるる点点をを説説明明ししててくくだだささいい。。  

１１  従従来来のの製製品品・・ササーービビススにに対対すするる機機能能的的優優位位性性  

(1)通報システムとして参考になるものに、「訪問看護スタッフ連携アプリ クルサ」のプロトタイ

プ版がある。本アプリは、介護スタッフを利用者のハラスメントから守るという、弊社製品と同様

の目的を掲げている。このアプリは、GPS 機能を利用し位置情報を共有し、スタッフが単独で対

応できない事象が起こった時、同じアプリを持つ近くにいる同僚に通報が届き、その同僚が駆けつ

けるということにより、スタッフの安全が担保されるというものである。 

しかし、弊社が対象とする訪問介護においては、介護スタッフは一人一人が離れて派遣されること

が多く、近くにいる同僚スタッフが駆けつけるということができない場合が多い。また、距離的に

駆けつけることが可能であったとしても、自らの職務を投げ出し同僚のもとに駆けつけるというこ

とは現実的ではない。 

弊社製品は、通報が直属の事務所及びそれを管理する本部等、介護スタッフの安全を配慮し管理す

る責任のある複数の登録先に通報が届くように設計されている。 

対応を本部に委ねることで、それぞれの介護者自身は自らの職務に集中することができ、かつ、非

常時には本部による適切な対応が期待できることになる。 

技術的な面や機能の面では様々な差異があるものの、この点が、「クルサ」との本質的な差異であ

り、訪問介護を対象とする場合、弊社製品はより実務に即しており優位性がある。 

 

(2)通報装置を用いて警察や警備会社に通報がいくサービスについては、２ ビジネスプラン概要

（7）の中でも言及しているが、訪問介護の実情にマッチしておらず、介護スタッフの安全と利用

者への配慮のバランスを考慮に入れて構成されている弊社の製品に優位性がある。 

 

(3)従来の製品にない機能として、弊社の製品には非常時の自動録音及び録音データ共有機能があ

る。弊社は、ハラスメントの解決の手段として通報後の本部と利用者の交渉を重視しているが、交

渉をスムーズに行う上では、証拠が必要となる。非常時における録音データは重要な証拠になるた

め、この機能はハラスメント解決に必須の機能となる。将来的には、共有された先で効率的にデー

タを活用できるよう、オプションとして AI を用いた音声の文字起こし機能等も考えている。 

 

(4)弊社の製品は、本部からの対応が遅れている場合に、定期的に擬似的な着信音が流れる機能が

ある。この機能により、スタッフが電話に出るふりをして一時的に時間的、場所的に距離を置くき

っかけができる。それにより、利用者のクールダウンが期待できる。 

 

(5)弊社の製品は、所属する事務所だけではなく、事務所を管理する本部にも同時に通報が行く仕

組みとなっているため、前述したように、本部による客観的な証拠に基づいた適切な措置が期待で

き、セカンドハラスメントからスタッフを守ることができる。また、セカンドハラスメントを恐れ

てスタッフが通報を躊躇するということが防げるため、通報装置として優位性がある。 
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22  従従来来のの製製品品・・ササーービビススにに対対すするる価価格格的的優優位位性性  

(株)土屋へのヒアリング及び競合他社との比較の上、訪問介護の実情を考慮して料金設定してい

る。具体的には、初期導入費用：100,000 円/事業所 月額使用料：300 円/人を想定している。

初期費用については、一定規模以下の事務所（20 人以下で検討）には適用しないという方針で、

小規模な事務所は月額 10,000 円程度の負担で本製品を導入できることを想定している。他社の

製品・サービスに比べて多くの事業所にとって導入しやすいものとなっている。 

【参考：代表的な他社製品の価格】 

※6 現状、クルサはプロトタイプが発表されているのみで販売はされていない。参考価格は月 550 円とされ

ている。 

 SECOM ALSOK 「クルサ」 弊社「BRAVE CALL」 

月額利用料 5,060 1,870 ※6 330 

 

４４  実実現現可可能能性性ににつついいてて 

((11))  本本ビビジジネネススのの現現在在のの進進捗捗状状況況とと今今後後のの事事業業ススケケジジュューールルににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

7 月現在 製品のプロトタイプの基本設計を行なっている。 

8 月より、iOS 及び Android 両 OS に対応するアプリケーションの実装を開始する。 

10 月までにプロトタイプの完成を目指す。 

10 月より、プロトタイプの試験・デバッグを開始し、12 月初旬の製品完成を目指す。 

12 月より、製品販売を開始（一般販売は（株）土屋での実証実験後）。 

※7 製品は（株）土屋への導入が決定しており、販売開始とともに実証実験にも入る。 

（（ススケケジジュューールル表表））  

  77 月月  88 月月  99 月月  1100 月月  1111 月月  1122 月月  22002255 年年  

ププロロトトタタイイププ設設計計                

実実装装                

試試験験及及びびデデババッッググ                

販販売売開開始始・・実実証証実実験験                
 

 

((22))  本本ビビジジネネススのの実実現現にに際際しし、、現現時時点点ででのの課課題題ははあありりまますすかか。。ままたた、、そそれれららをを今今後後どどののよよううにに解解決決

すするるかかににつついいててもも説説明明ししててくくだだささいい。。  

本システムは、現時点ではプロトタイプ実装前の段階であり、実証実験を得ておらず、現場に

導入された場合どのような効果があり、また問題点があるのかというデータが取れていない。

本システムのような装置は実際に多くの方に利用され、そこから得られた課題を基に改良して

いくことで、より最適なツールとなっていく。 

 

この課題を解決するためには、実証実験に協力してくれる企業が不可欠であり、また、得られ

た課題に対して柔軟な対応ができる技術や体制もまた不可欠である。 
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弊社は、（株）土屋と協力関係にあり、導入及び実証実験が決定している。また、中村研究室

と長年共同研究を行なっており、アジャイル開発（小単位で実装とテストを繰り返して

開発を進めていく反復増加型の開発手法））という手法により課題に対して迅速かつ柔軟

にシステムを改良することができる。 

 

また、スタッフが実際の現場で、アプリをどの程度操作可能かという点についての課題もあ

る。現場によっては「アプリを開き、ボタンを押す」という動作が難しい場合も想定できる。

この点については、費用対効果や実証実験の結果も加味することになるが、スマホと

Bluetooth 接続で連携する物理ボタンや、通報装置の専用端末化など、より少ないアクション

で目的を達成できるバリエーションの展開も視野に開発を進めていく。 

 

なお、物理ボタンを利用又は専用端末化した場合、その端末をスタッフが利用者から見える形

で装備することによって、利用者に対してハラスメントの抑止力にもつながるため、前向きに

検討したい。 

 

弊社はこれら課題を解決し、利用しやすい最適なシステムを社会に提供することができると確

信している。 

 

((33))  既既にに起起業業ししてていいるる方方はは、、直直近近 33 年年間間のの財財務務状状況況をを記記載載ししててくくだだささいい。。  

  (単位：千円)    

 年  月期 5 年 1 月期 6 年 1 月期 

売 上 高  0 20 

営 業 利 益  ▲704 ▲1040 

経 常 利 益  ▲704 ▲1040 

  

＊財務状況について、特記すべき点がある場合は記載してください。 

福祉・介護システム開発事業に業態変更し、現在 5 年計画の 3 年目である。そのため、1 年

目、2 年目は、研究開発と市場調査に専念してきた。今年度より販路開拓期に入った。今期に

入り、（株）土屋との契約や様々な問い合わせもあり、売上が期待できる。 

 

【【  55 年年計計画画ののススケケジジュューールル  】】  

 2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 2026 年 

研究・開発      

市場調査      

販路開拓      

販路拡大      
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((44))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画ととそそのの根根拠拠ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

(単位：千円)       

 令和７年１月期 令和８年１月期 令和９年１月期 

<1>売上高 

（うち、今回応募事業分） 

15,800 

（ 6,800 ） 

50,600 

（ 26,600 ） 

107,200 

（ 63,200 ） 

<2>売上原価 

（うち、今回応募事業分） 

6,350 

（ 2,000 ） 

7,500 

（ 1,000 ） 

11,400 

（ 1,000 ） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 

（うち、今回応募事業分） 

9,450 

（ 4,800 ） 

431,00 

（ 25,600 ） 

95,800 

（ 62,200 ） 

<4>販売費、一般管理費 

（うち、今回応募事業分） 

925 

（ 270  ） 

25,540 

（ 3,180 ） 

58,704 

（ 7,544 ） 

<5>営業利益［<3>-<4>］ 

（うち、今回応募事業分） 

8,525 

（ 4,530 ） 

17,560 

（ 22,420 ） 

37,096 

（ 54,656 ） 

<6>営業外利益 0 0 0 

<7>営業外費用 ０ ０ ０ 

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ 8,525 17,560 37,096 

 

＊上記計画の根拠 

<1> 売上高 

今回応募事業分： 

【システム料金】初期導入費用：100,000 円/事業所 月額使用料：300 円/人で計算。 

なお、初期導入費用に関しては、一定規模以下の事務所（20 人以下で検討）には適用しない

という方針もあり、今回売上として計上していない。また、月額 300 円の根拠については、 

（株）土屋へのヒアリング及び競合他社（月額 500 円）との比較の上、訪問介護の実情を考

慮して決定した。小規模な事務所においては月額 10,000 円程度の負担で本システムを導入

できることを想定している。 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

初期導入費用（事務

所数） 

50 50 200 

月数※ 2 12 12 

人数（人） 3,000 ６,000 12,000 

売上（単位：千円） 6,800 26,600 63,200 

※8 初年度は、12 月販売開始予定であるため、期間を 2 ヶ月としている。また、初年度は、（株）土屋の導

入が決定しており売上は確定している。 

 

その他の事業の売上高： 

【料金】入退院時用「こえポン」：100,000 円/１台 「こえポン」カスタマイズ：

200,000 円/１台 「NOTED ONE」：50,000 円/月 

－ 40 －



【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 13 － 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

入退院時用「こえポ

ン」（台） 

20 100 200 

「こえポン」カスタ

マイズ（台） 

20 

 

40 60 

「NOTED ONE」

（契約数） 

5 10 20 

売上（単位：千円） 9,000 24,000 44,000 

<2>売上原価 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

開発費 ５,000（2,000） 3,000（1,000） 3,000（1000） 

仕入れ原価 1,350（0） 4,500（0） 8,400（0） 

金額（単位：千円） 6,350（2,000） 7,500（1,000） 11,400（1,000） 

 

<4>販売費、一般管理費につき 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

【販売費】    

広告宣伝費 100（20） 1,000（400） 5,000（200） 

販売手数料※ 0（0） 3,240（1,080） 6,804（2,844） 

販売促進費 100（20） 1,000（400） 5,000（1,000） 

接待交際費 50（10） 1,000（500） 3,000（1,000） 

旅費交通費 50（20） 1,000（600） 3,000（1,500） 

金額（単位：千円） 300（70） 7,240（2,980） 22,804（6,544） 

※9 販売手数料については、販売価格の 30％で計算している。初年度は自社のみで販売は行うため計上して

いない。また、２年目以降も自社で 70％の販売を予定しているため、30％で計算している。 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

【一般管理費】    

役員報酬 0 10,000 15,000 

給与賃金 0 3,000 9,000 

法定福利費 0 900 2700 

福利厚生費 100 1,000 1,000 

外注工賃 200（200） 1,000（200） 2,000（1,000） 

水道光熱費 100 200 300 

地代家賃 0 1,200 2,400 

通信費 100 200 1,000 

車両費 0 100 1,000 

図書新聞費 10 100 300 
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諸会費 15 100 200 

支払手数料 100 500 1000 

金額（単位：千円） 625（200） 18,300（200） 35,900（1,000） 

※（）内は今回応募事業分 

 

((55))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画ととそそのの根根拠拠ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

  (単位：千円)     

 資金内訳 7 年 1 月期 8 年 1 月期 9 年 1 月期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

・人件費 

・地代・家賃 

・仕入費 

・広告宣伝費 

・通信費 

・旅費交通費 

・販売促進費 

・販売手数料 

・接待交際費 

・外注工賃 

・水道光熱費 

・支払手数料 

0 

0 

350 

25 

25 

12 

25 

０ 

12 

50 

25 

25 

750 

300 

1,200 

250 

50 

250 

250 

810 

250 

250 

50 

125 

2,250 

600 

2,100 

1,250 

250 

750 

1,250 

1,700 

750 

500 

75 

250 

設

備

資

金 

    

計計  549 4,535 11,725 

資資

金金

調調

達達  

自己資金 549 4,535 11,725 

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

 

（） 

 

（） 

 

（） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

 

（     ） 

 

（     ） 

 

（     ） 

その他（       ）    

計計  549 4,535 11,725 

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  

＊上記計画の根拠 

資金需要の運転資金については、3 ヶ月分で計算。自己資金については前年度の純利益により確

保。現時点では金融機関等からの借り入れは予定していない。 
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５５  社社会会貢貢献献性性ににつついいてて  

((11))  本本ビビジジネネススがが解解決決すするる千千葉葉市市がが抱抱ええるる社社会会課課題題ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

訪問介護利用者は年々増えており、厚生労働省の調べによると 2021 年度は全国で約 157 万人

が利用している。しかし、介護スタッフの数はむしろ減少傾向で、全国的に人材不足となってい

る。国が訪問介護を推奨していることから、今後も利用者数は増加していくことが予想される。 

しかし、介護人材の不足が全国的な社会課題となっており、千葉市も例外ではない。恒常的な人材

不足は訪問介護制度の存続自体を脅かす。この課題を解決することは急務であり、市民の生活を守

る上でも最優先にすべき事柄である。 

 

利用者ハラスメントやセカンドハラスメントは、介護スタッフの心身を傷つけ離職を招く。また、

ハラスメントの横行は訪問介護業に対してマイナスのイメージを社会に与え、求職者の選択から訪

問介護が外される可能性を高める。ハラスメントやセカンドハラスメントからスタッフをどのよう

に守るかということが、人材不足を解決するため中心的課題となる。 

 

((22)) 本本ビビジジネネススががどどののよよううにに上上記記((11))をを解解決決しし、、千千葉葉市市ににどどののよよううなな社社会会的的・・経経済済的的効効果果ををももたたらら

すすかかをを説説明明ししててくくだだささいい。。  

本ビジネスで提供する通報システムは、介護スタッフをハラスメントやセカンドハラスメントから

守り安全を確保することにより、介護スタッフの離職率を減らし、また、職場に対して安心感を与

え訪問介護を職業として選びやすいものとする。その結果、訪問介護人材の安定確保に貢献し、訪

問介護を持続可能なものにする。 

人生 100 年時代に突入した現代において、いざという時充実した介護サービスが受けられるとい

うことは大きな魅力となる。弊社は千葉に拠点を置く企業として、千葉市の介護事業者を中心に本

システムの導入を図り、千葉市が充実した介護がうけられる先進都市として、全国の模範となるよ

う本ビジネスを進めていきたい。 
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６６  そそのの他他 

((11))  上上記記のの他他ににビビジジネネススププラランンのの内内容容でで説説明明ししてておおききたたいいここととががああれればば記記載載ししててくくだだささいい。。  

現在、訪問介護スタッフは全国で約 52 万いるが、そのうち 90 パーセントが女性である。多くの

女性の働く場として訪問介護が選ばれているが、利用者によるハラスメントやセカンドハラスメン

ト問題が解決されない限り、多くの女性の安全が脅かされ、働く場所が奪われることにもつなが

る。この問題は持続可能な社会を目指す SDGs の観点からも解決しなければならない社会課題と

いえる。 

利用者ハラスメントやセカンドハラスメントから女性スタッフを守り、女性が活躍できる社会の実

現に貢献する弊社のビジネスは、SDGs の観点からも意義がある取り組みである。 

具体的には、SDGs の目標 5-2 「すべての女性へのあらゆる暴力をなくす。」、目標 10-2

「性別にかかわらず、すべての人が、能力を高め、社会的、経済的、政治的に取り残さ

れないようにすすめる。」の取り組みに該当する。 

 

((22))  本本ビビジジネネススをを行行おおううととししたた動動機機はは何何でですすかか。。  

代表が若い頃、訪問営業をしたことがある。上司とともに訪問していたにも関わらず、上司が一時

離席した途端に雰囲気が変わり、手首を掴まれた。男の人の力は強いものでとても恐怖を感じた。

しかし、契約もあり会社への配慮もあるので、忖度し笑って誤魔化した。上司には報告したものの

何もしてもらえなかった。程なくして、その体験から代表は会社を辞めてしまった。それから数十

年経ち、同様のことが介護現場でも頻繁に起こっていることを知り、当時の記憶がフラッシュバッ

クし、介護事業にとどまらず広く女性が安心して働けるように支援するツールの必要性を強く感じ

た。特に訪問介護の現場においては、約 52 万人いる訪問介護士の 90 パーセント以上が女性であ

る。訪問介護業界は女性にとって重要な就業の場であり、職場の安全を守ることは、女性の生活の

基盤を支えることにつながる。本ビジネスにより、多くの女性が活躍できる社会の実現に貢献した

い。 

 

((33))  本本ビビジジネネススをを千千葉葉市市でで展展開開ししよよううとと思思っったた理理由由はは何何でですすかか。。  

千葉市に会社を置く企業として、まず地元の問題を解決し足元を固め、ビジネスを全国に広げてい

きたいと考えたから。 

 

((44))  ベベンンチチャャーー・・カカッッププ CCHHIIBBAA をを知知っったた場場所所をを選選んんででくくだだささいい。。  

☒ 当財団ホームページ   ☐ 当財団メールマガジン   ☐ 当財団 Facebook 

☐ ポスター、チラシ（掲示・配架場所：        ） 

☐ 千葉市役所ホームページ   ☐ 千葉市経済部メルマガ   ☐ 千葉市役所公式 X 

☐ 支援機関等のメールマガジン（支援機関名：       ） 

☐ 新聞、インターネット等のメディア（名称：               ） 

☐ 紹介された（紹介者名：       ） 

☐ その他（                           ） 
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((55))  ベベンンチチャャーー・・カカッッププ CCHHIIBBAA にに応応募募ししたた動動機機でで当当ててははままるるももののをを選選んんででくくだだささいい。。  

☒ 販路拡大  ☒ 事業提携先・経営パートナーの獲得 ☒ 資金調達 

☒ その他（ メディアへのアピール                          ） 

 

((66))  本本ビビジジネネススププラランンのの事事業業化化にに向向けけてて必必要要なな支支援援ははあありりまますすかか。。  

訪問介護をはじめとする、スタッフを個人宅に派遣することを業務内容とする企業を紹介してほし

い。 

 

((77))  本本ビビジジネネススププラランンをを誰誰にに見見ててほほししいいでですすかか。。（（誰誰にに PPRR ししたたいいでですすかか））  

本ビジネスは、行政機関の後押しが大きな力になる。そのため、千葉市長や千葉県知事に本ビジネ

スプランを見ていただきたい。 
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ス

ハ
ラ

に
対

す
る

取
り

組
み

加加
害害

者者
被被

害害
者者

診診
療療

科科
事事

件件
場場

所所
年年

55
00

代代
男男

性性
55

00
代代

男男
性性

医医
師師

精精
神神

科科
精精

神神
科科

医医
師師

がが
刺刺

殺殺
北北

海海
道道

22
00

11
33

33
00

代代
男男

性性
33

00
代代

女女
性性

医医
師師

総総
合合

病病
院院

診診
察察

中中
にに

ナナ
イイ

フフ
でで

刺刺
ささ

れれ
るる

千千
葉葉

県県
22

00
11

44

66
00

代代
男男

性性
55

00
代代

男男
性性

医医
師師

消消
化化

器器
内内

科科
診診

察察
中中

にに
ナナ

イイ
フフ

でで
刺刺

ささ
れれ

るる
北北

海海
道道

22
00

11
44

44
00

代代
男男

性性
  

大大
学学

病病
院院

火火
炎炎

瓶瓶
大大

量量
投投

下下
東東

京京
都都

22
00

11
44

33
00

代代
男男

性性
  

総総
合合

病病
院院

刃刃
物物

をを
持持

っっ
てて

病病
院院

にに
侵侵

入入
（（

娘娘
のの

治治
療療

にに
不不

満満
？？

））
愛愛

知知
県県

22
00

11
44

66
00

代代
男男

性性
44

00
代代

男男
性性

医医
師師

外外
科科

診診
察察

中中
にに

首首
をを

刺刺
ささ

れれ
るる

愛愛
知知

県県
22

00
11

88
  

44
00

代代
男男

性性
男男

性性
看看

護護
師師

33
名名

精精
神神

科科
、、

内内
科科

入入
院院

中中
にに

刃刃
物物

をを
振振

りり
回回

すす
愛愛

媛媛
県県

22
00

11
99

77
00

代代
男男

33
00

代代
女女

性性
看看

護護
師師

訪訪
問問

看看
護護

訪訪
問問

看看
護護

師師
をを

睡睡
眠眠

薬薬
でで

猥猥
褻褻

行行
為為

埼埼
玉玉

県県
22

00
11

99

55
00

代代
女女

((家家
族族

))  
66

00
代代

女女
性性

看看
護護

師師
訪訪

問問
看看

護護
訪訪

問問
看看

護護
師師

をを
鉄鉄

アア
レレ

イイ
でで

暴暴
打打

北北
海海

道道
22

00
22

00

22
00

代代
男男

性性
男男

性性
医医

師師
訪訪

問問
診診

療療
自自

宅宅
でで

医医
師師

のの
頭頭

をを
刺刺

すす
（（

精精
神神

科科
通通

院院
歴歴

ああ
りり

））
千千

葉葉
県県

22
00

22
11

66
00

代代
男男

性性
22

55
名名

死死
亡亡

心心
療療

内内
科科

外外
来来

患患
者者

がが
心心

療療
内内

科科
にに

放放
火火

大大
阪阪

府府
22

00
22

11
  

66
00

代代
男男

性性
44

00
代代

男男
性性

医医
師師

訪訪
問問

診診
療療

患患
者者

遺遺
族族

がが
医医

師師
をを

銃銃
殺殺

（（
患患

者者
自自

宅宅
でで

立立
てて

ここ
もも

りり
））

埼埼
玉玉

県県
22

00
22

22
  

患患
者者

//
家家

族族
にに

よよ
るる

医医
療療

者者
へへ

のの
傷傷

害害
//
殺殺

人人
なな

どど
のの

事事
件件
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万
人

2
0
4
0
年

(令
和

2
2
年

)に
不

足
す

る
と

さ
れ

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
職

員
数

第
９

期
介

護
保

険
事

業
計

画
に

基
づ

く
介

護
職

員
の

必
要

数
に

つ
い

て
｜

厚
生

労
働

省
(m

h
lw

.g
o
.jp

)

首
都
圏
全
て
の
介

護
職
員
を
足
し
た

以
上
の
人
数

※※
千
葉
県
の
介
護
職
員
数
は
約
８
万
人

Br
av
en

-ブ
レ
イ
ブ
ン
-

訪訪
問問

介介
護護

カカ
スス

タタ
ママ

ーー
ハハ

ララ
スス

メメ
ンン

トト
防防

止止
通通

報報
シシ

スス
テテ

ムム

スス
ママ

ーー
トト

ウウ
ォォ

ッッ
チチ

つつ
きき

利利
用用

ププ
ララ

ンン
33
年年

契契
約約

のの
場場

合合

月月
額額

９９
８８

００
円円

〜〜

勇
気

の
B
ra

v
e

＋
知

恵
の

象
徴

の
カ

ラ
ス

R
a
v
e
n

の
造

語
で

す
勇

気
を

持
っ

て
カ

ス
タ

マ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
通

報
し

て
欲

し
い

と
の

想
い

を
込

め
て

名
づ

け
ま

し
た

機機
能能

拡拡
張張

性性
•

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
•

安
否

確
認

•
勤

怠
管

理
な

ど

スス
ママ

ーー
トト

ウウ
ォォ

ッッ
チチ

だだ
かか

らら
でで

きき
るる

拡拡
張張

性性

ごご
利利

用用
シシ

ーー
ンン

•
訪

問
看

護
•

生
命

保
険

の
営

業
な

ど
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介
護
先
進
都
市
千
葉
を
目
指
し
て

予
防

利
用

者
ケ

ア
ス

タ
ッ

フ
ケ

ア


セ
ミ
ナ
ー
及
び
認
定
制
度


通
報
録
音
シ
ス
テ
ム

（
Br
av
en
)


カ
ス
ハ
ラ
相
談
窓
口
の
設
置


メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア


護
身
術
講
座


危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ


カ
ス
ハ
ラ
相
談
窓
口
の
個
別
対
応


カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
精
神
科
と
の
連
携


契
約
事
項
の
確
認


セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

今
後
の
カ
ム
カ
ム
の
取
り
組
み

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
総
合
サ
ポ
ー
ト
を
目
指
し
ま
す
！
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